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3

７

月

１０

日

(金)

１３：３０

～

１５：００

【人との関わりに関する領域：人間関係】

　　「特別な支援を要するこどもへの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関わり方について」

公認心理師　特別支援教育士

県立特別支援学校SC.県立高等学校CC

元兵庫県立西はりま特別支援学校支援部長

　　　　　　　　谷口　加奈子 氏

内　容

　　近年、特別な支援を要するこどもの発達特性を理解し、一人一人に寄り添った支援の

重要性が、学校園所や児童館等の施設、地域、家庭の場でますます高まっています。こど

もの実態をふまえ、就学前から学校への接続期、進学、就労等、将来を見据えたビジョン

や必要な視点、そのための支援方法、目の前の課題への対応などについて、具体的な場

面を想定しながら考え、学びます。

【準備物】筆記用具、講義資料、飲料

2

７

月

１０

日

(金)

１０：００

～

１１：３０

【感性と表現に関する領域：表現】

　「こどもの豊かな感性を育む音楽表現活動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―打楽器の魅力―」

神戸マリンバソサエティ

　　　　　　　小松　加奈　氏

内　容

　　叩く・振る・擦るの単純の動作で音が出る打楽器。その親しみやすさから、こどもたちが

自然に音を楽しみ、リズムを感じ、豊かな感性を育むことができます。様々な打楽器を身近

に見て、体験しながら、打楽器の魅力を感じ、音楽あそびに繋がる方法などを紹介します。

　

【準備物】筆記用具、講義資料、叩いて・擦って鳴るもの（楽器も含む）１つ、飲料

1

６

月

４

日

(木)

１３：３０

～

１５：３０

【人との関わりに関する領域：人間関係】

 「知ってほしいな　わたしたちのこと

　　―知的・発達障がい者擬似体験を通して―」

ぴーす＆ピース　代表

たつの市手をつなぐ育成会 会長

　　　  　  矢野　一隆　氏

内　容

　　知的・発達障がいのある人の特性について、様々な擬似体験を通じて感じるとともに、

気持ちを理解して、接し方や支援の方法について考えます。また、知的・発達障がいのあ

る人たちが住みやすい社会にするための施策や取り組み、課題について学びます。

【準備物】筆記用具、講義資料（次第のみ）、軍手（滑り止めがない普通のもの）を2セッ

ト、飲料

令和８年度　兵庫県立こどもの館　研修一覧

回 日　程 研 究 主 題 講　師

児童に関わる指導者等資質向上研修

対象 ： すべての教職員、保育士、子育て支

　　　　　　援関係者

会場 ： 兵庫県立こどもの館　多目的ホール

定員 ： 各６０名

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2 

 

7

11

月

11

日

(水)

１３：３０

～

１５：００

【言葉の獲得に関する領域：言葉】

　「こどもの感性を育む絵本選びと

　　　　　　　　　　　　　　　読み聞かせの方法について」

神戸親和大学

　文学部　国際文化学科

　　　　　教授　笹倉　剛 氏

内　容

　　こどもの感性や思考力、想像力を育むためには、乳幼児期から質の良い絵本に触れる

ことが大切です。数多くある絵本の中から、こどもの年齢や興味・関心など、選び方のポイ

ントを学びます。また、こどもとの対話を大切にした読み聞かせの方法について学びます。

　

【準備物】筆記用具、講義資料

6

１０

月

２２

日

(木)

１３：３０

～

１５：３０

【感性と表現に関する領域：表現】

　「絵本を通して育む表現力と創造力

　　　―身近な材料や廃材を使った楽しい制作―」

NPO法人

　アトリエ・ペタタ

　　　　代表　石橋　幸子 氏

内　容

　　すべてのこどもは輝く創造力を備えています。こどもに寄り添う絵本を日々のくらしへと

関連付け、こどもの表現力・創造力を育む様々なあそびへと発展させる方法を学びます。

身近な材料やSDGsを意識した廃材等を使用し、現場で活かせる制作を行います。

　

【準備物】筆記用具、講義資料、ハサミ、ノリ

5

10

月

22

日

(木)

１０：３０

～

１２：００

【身近な環境との関わりに関する領域：環境】

　 「自然となかよしになるプログラム」

神戸市立六甲道児童館

　　　　館長　金坂　尚人 氏

内　容

　　木の実を使った買い物プログラム「どんぐりマーケット」の実践をもとに、こどもたちの自

然への興味・関心、創造性、探求心、社会性などを育み、自然物など身のまわりの環境を

生かしたあそびや工作、地域交流を図るイベントについて、学びます。また、「草花あそび」

などのあそび体験もします。そして、主体的な体験ができる支援や自己肯定感を高める手

立てなどについて、考えていきます。

【準備物】筆記用具、講義資料

回 日　程 研 究 主 題 講　師

4

８

月

２８

日

(金)

１０：００

～

１１：３０

【心身の健康に関する領域：健康】

　「子どもの意欲を高める運動遊び

　　　　　　　　　　―自己肯定感の育て方―」（講義）
大阪青山大学

　子ども教育学部　子ども教育学科

　　　教授　村田　トオル 氏
１2：３０

～

１4：００

【身近な環境との関わりに関する領域：環境】

　　「運動遊び作成のコツとヒント」（実技）

内　容

〈午前〉　講義

　　運動遊びは体力向上だけでなく、心の成長にも大きく貢献します。体を動かすことによ

り、心が成長していく過程を分かりやすく解説します。

〈午後〉　実技

　　明日から保育現場ですぐに取り入れられる運動遊びを実際に体験します。そして、同時

に作成のコツも学びます。発育・発達を考慮した運動遊び（ボール・かけっこ・サーキット）

を保育者の関わり方の視点から解説を交えながら進めます。

　

【準備物】　筆記用具、講義資料、運動できる服装（スカート不可）、室内シューズ、昼食、

飲料　　※更衣室有

※ 講義資料は講座 1 週間前にメールでお送りします。各自印刷をして、当日ご持参ください。 

※ 受講形式はすべて対面のみとなっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


